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二学期始業式 

30 日間にわたる夏休みも終わり２学期が始まりました。久しぶりに会

う児童の姿はとても逞しくなった気がします。 

始業式では，校長先生より「小さなことを少しずつ積み上げていこう」

「輝く２学期にしよう」という話がありました。多くの行事があり，ジャ

ンプアップが期待できる２学期。それぞれが多くの場面で「輝く」２学期

にしていくことを共有し，式を閉じました。 

 

新Ａ Ｌ Ｔ  

ダルトン先生とお別れをしてから１か月。２学期からは新しくネイト

先生がＡＬＴとなりました。名前は「ナーザン（名）リチャード（姓）リ

ード（ミドル）」で，呼称が「ネイト」ということ。早速５・６年生では

外国語科，３・４年生では外国語活動，

１・２年生はイングリッシュタイムで，

ネイト先生に英語を教えてもらっていま

す。１９９４年１０月９日，アメリカの

ボストン生まれの２３歳。日本に来て１か月です。日本語でもたくさん話

しかけてくれる気さくな先生です。 

 

第四回読み聞かせ 

教職員から児童への本の読

み聞かせを行っています。８月

27日（月）。今回は数えて四回

目。１年生は吉田先生，２年生

は石川先生，３年生は八木先

生，４年生は中村先生，５年生は小宮山教頭先生，６年生は小林先生が読み聞かせを行いました。丹波小学

校の児童には，多くの本を通して心豊かに育ってほしいと願います。   

   



夏休み学習発表会  

８月 23日，夏季休業中の学習の成果を発表する「夏休み学習発表会」が行われまし

た。全てを紹介はできませんが，概要を紹介いたします。 

１年生の綾香さん，絆起さん，有真さんは身の回りの物を使った絵画を紹介してくれました。そのスタンプ

絵は正に三者三葉，可愛かったり，きれいだったり，低学年の造形表現の自由さに感心しま

した。 

２年生の結愛さんは習字の毛筆に挑戦しました。おばあさんが習字の名人で，直々に教

えてもらったとのこと。「えほん」という３文字はとても丁寧で整っており，たくさん練習

したことがわかりました。 

３年生の冬馬さんはアルミ玉の作成です。アルミホイ ルを丸めて金づちでたたき，削

り，磨く。ＳＮＳでも大流行のようですが，実際に作っ たところがすごい。キラキラの

アルミ玉。手作りの宝物です。 

４年生の泰永さんは「ペットボトルろ過器」，智則さんは「ヘビの骨

の数」を発表しました。ろ過器は，実際に目の前で実験を行い，泥水を透

明な水に変化させてくれました。泥水の中の「かたまりのようなものの存

在」という仮説を立てたのが科学者のようでした。ヘビの骨は５８３本。

実際に採取して数えたのだから驚きです。皮はぎ⇒内臓取り⇒筋肉取り⇒骨だけと順を追った作業を行い，なめ

したヘビの皮ベルトまで紹介してくれました。 

５年生の堅登さんは「塩の結晶づくり」を，光希さんは「丹波山村のニホ ンミツバ

チ」の研究を発表しました。 塩の結晶は上手にモー ルに析出

（せきしゅつ）させ，カラフ ルなモールの色と相ま って小さ

な宝石のようにきれいな塊と なっていました。塩と 結晶は違

うということにも気づいてい ました。ニホンミツバチについては分蜂（巣を分ける）

を見たり家でハチミツを取り出したりと，体験を伴う学習でした。丹波山村でとれるハチミツはたくさんの花

から蜜をとるので「百花蜜」という貴重なものだそうです。 

６年生の惇さんは「甘味料の量」，菜々美さん は「むらさきキャベツの色の変わり

方」，結菜さんは「ビタミンＣの量」に取り組み ました。ジュースや清涼飲料水の甘

味料は公式があって計算できるとのこと。内容量 ÷栄養成分量×単位量当たりの炭水

化物の量＝砂糖の量。実際に計算してみて，ジュ ースや清涼飲料水の甘味料の多さを

実感していました。むらさきキャベツの液の変化 は実際にトマトやナスなどの野菜，

調味料，洗剤など身近なもので試していました。食品によって緑，黄色，赤などに色が変化して不思議なので

すが，これは酸やアルカリによる化学変化だと気づきました。ビタミンＣは意外にも家庭

で使うイソジン（うがい薬）で含有量が判断できるそうです。果物

やジュース等調べた結果，１番多かったのはキウイ，２番目はレモ

ンとグレープフルーツでした。 

発表会には体調不良で欠席をした２年生の暖翔さんも「ビー玉

迷路」に取り組んでいました。 

保護者の皆様，夏休みの課題への御理解と御協力をありがとうございました。この学習発表会はとてもすば

らしですね。児童が輝いた一場面でした。 

 


